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特集/資 料の 公開 と保存 ■

資料の公開 ・活用をささえる予防保存
一 国立民族学博物館での取組みから

国立民族学博物館教授

園田 直子

はじめに

国立民族学博物館(以 下、民博)は 、大学共同利

用機関として国立学校設置法の一部を改正する法律

により昭和49(1974)年 に創設され、平成16(2004)

年4月 、国立大学法人法により大学共同利用機関法

人 ・人間文化研究機構の一員となった。

民博で収集の対象となるのは、いわゆる民族 ・民

俗資料だけでなく、現代の日常生活に用いられるモ

ノも含まれる。言うなれば日本を含む世界のさまざ

まな国や地域における生活、文化から生まれた知識

や技術の記録物といえる。

民博での資料の公開 ・活用、そしてその適切な保

存にあたっては、収蔵資料の持つ特殊性をふまえた

うえで、総合的見地からの資料管理が求められる。

大規模な博物館であるため、資料管理の先駆的な取

組みに注 目が集まりがちであるが、その一方で、地

道な、日常的な活動を積み重ねている。

1.資 料 の公開

露出展示の採用

昭和52(1977)年 の開館以来、民博ではい くつか

の点で通常の博物館 とは違った展示手法をとってい

る。そのひとつが、露出展示である。

展示の大部分においてガラスケースを廃止した理

由を、初代館長の梅樟忠夫は次の ように述べてい

る。「わたしたちの展示ポ リシーの第一は、この宝

物鑑賞主義を粉砕することにあった。わが館の収蔵

品にも美術的に価値のたかいものがないわけではな

いが、本来、民族学博物館は美術館ではない。それ

は、諸民族の生活 のなかか らうみだされ使用 されて

きた、 日常的な用具類であ る。そ うい う物体 を宝物

視 することはやめ よう。そ して、それがつかわれて

いた ときの、諸民族 の生活 を、実物 によってい きい

きと感得 して もらお うとい うのであった。」(梅 悼忠

夫 『メデ ィア と しての博 物館』 平 凡社、1987年 、

p.158)。 さ らに、「露 出展示 を実行す るについては、

もちろん問題点はあった。盗難あるいは破損の心配

である。 これは しか し、やってみる と、 まった く問

題が なか った。開館以来一〇年問に、盗難 は一件 も

発 生 してい ない。破損 もほ とん どな い。」(同 上、

P.159)と 述べ ている。

展示場での予防保存

展示場と収蔵庫では、空調の運転時間や目標値を

変えている(表1)。 展示場は多 くのひとが出入 り

する空間であるため、収蔵庫に要求される空調制御

レベルを実施することは現実的ではないからであ

る。温湿度は中央監視室において管理 ・調整され、

また要所には自記温湿度計と、最近ではデータロ

ガーを併用 しモニタリングしている。平成19(2007)

年度からは、保存担当の教員、各収蔵庫の管理業務

に携わる係、施設係、そして、空調を管理 ・調整す

る業者が、定期的に問題を共有し情報交換ができる

よう、体制を整えた。

民博は公園のなかにある。さらに展示場の一部は

中庭(パ ティオ)に 通 じていることもあ り、虫の侵

入経路には事欠かない。そのため、生物被害を発生

させないこと、たとえ発生 しても早期に発見し被害

を拡大させ ないことに重点をおいている。平成16

(2004)年 度からは、開館前の巡回時に、生物被害

表1温 度と湿度の設定の目安

展示場 一般収蔵庫

夏季 冬季 中間期 夏季 冬季 中間期

温度 26±2°C 22±2°C
26°⊂から20°⊂まで設定

を毎週05℃ ずつ変更
26±2°C zo±z°c

26°⊂から20°⊂まで設定
を毎週a5℃ ずつ変更

湿度 50±10%RH 52±596RH

運転時間 9:00-18・00(水 曜 日停 止) 8'20-1800

特別収蔵庫

収蔵庫前室 毛皮皮革羽製品 漆器 絨毯類 衣類 映像音響資料 フィルム

温度 22±1°C zz±i°c 22±1°C 20±1℃ 22±1°C 18±2°C 12±2°C

湿度 50±2%RH 50±2%RH 60±2°'oRH 50±5%RH 55±2°,bRH 45±2%RH 40±2%RH

運転時間 24時 間
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にあいやすい資料 を対象に、総合的有害生物管理

(IPM)の 見地に立った目視点検 を定例化 した。毎

朝のIPM点 検は、地道な活動だが、生物被害の早期

発見に確実につながっている。何よりの収穫は、毎

日、ローテーションで点検 を実施 していると、資料

管理に携わる職員の生物被害に対する意識が各段に

上がることである。実際、虫 トラップを用いた生物

生息調査結果をみると、平成16(2004)年 度以降、

展示場での虫の捕獲数は明らかに減少している。

展示照明は、平成16(2004)年 度に総点検 し、照

度分布の測定結果をもとに、極端に暗いところや明

るいところをなくすよう調整 した。紙製品や染織品

など光に脆弱な資料は、低照度の環境にしている。

総点検後は、照明が切れた箇所の玉交換 と、交換前

と同等の展示環境になるように照明の調整を行うメ

ンテナンス点検を月2回 実施 している。また、展示

場のガラス窓には、太陽光からの紫外線や赤外線を

遮断するフィルムを貼っている。遮光フィルムは、

平成7(1995)年 の阪神 ・淡路大震災の際には、ガ

ラス破片の飛散防止 という思わぬ効用があった。

展示資料の保存状態のチェックとホコリ取 り、テ

グスなど演示具のチェックを行う総合点検は、平成

15(2003)年 度までは毎年度、業者に委託 して実施

していた。阪神 ・淡路大震災では、展示パティオや

大型展示ケースのガラスの破損、スプリンクラーの

誤作動による冠水事故が発生 したが、展示資料約

1万 点のうち落下 もしくは移動は約140点 、破損は

約20点 であ り、被害がそれほど大 きくなかったの

は、毎年度の総合点検が功を奏したと考えている。

平成16(2004)年 度の法人化にともない、低所にあ

る資料は職員による日常点検、高所にある資料は業

者による点検 と、一時、業務の振 り分けがされたが、

翌年度から再び、業者による資料点検を再開した。

ただし、職員による毎朝の資料点検が充実してきた

こともあり、一年度内の点検は全展示場の三分の一

とし、計画的に進めている。

このほか、安全対策として、展示場での吊りもと

点検 と壁パネル点検 を、それぞれ隔年で実施 してい

る。吊りもと点検とは、パネル類やタペス トリー、

さらには高所にワイヤー等で固定されている資料の

吊 りもとの点検である。壁パネル点検は、パネルそ

のものの取 りつけ具合を点検 し、必要に応 じて補強

を施す ものである。
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平成22(2010)年 度 の事故分析

平成16(2004)年 の 法人化以 降、資料管理 に関わ

る基礎的 な活動 をより体系的に展 開す るよう努 めて

いる。そのひ とつが、資料に関係す る異常が認 めら

れた場合、その情報 を保存担 当の教員や関連 の職員

に報告書 として速やか に報告 し、全体的な判断 をも

とに措 置を講 じることの徹底 である。

報告書 には、本館展示場 だけで な く、特別展や企

画展 など期 間を限定 した展示 の資料 も対象 となって

い る。しか し、特別展等では露出展示が少ないため、

報告書 か ら特別展等 に関わる事項 を除外 し、本館展

示場(エ ン トランスホール、休憩所、 トイ レ、エ レ

ベー ター等 を含む)で の事故 の傾向 をみてみ る。ひ

と月あた りの報告件数は、平成16(2004)、20(2008)、

21(2009)年 度 は、おお よそ20件 弱 である。一方、

平成17(2005)、18(2006)、22(2010)年 度 は、おお

よそ40件 弱 で推移 している。平成19(2007)年 度 は、

虫害 のおそれのあ る資料 及びその周辺 資料 を併せて

撤去 し処置 したため、報告件数は例年 よ り多 くなっ

ている。 ただ し、 どの年度 において も、事故報告件

数 と入館者数 とのあいだに顕著な相 関は認め られな

かった。

平成22(2010)年 度 の事故報告 をより詳 しくみて

いこ う。本館展示場(エ ン トランスホール、休憩所、

トイ レ、 エ レベ ー ター等 を含 む)の 事故報 告総 数

293件 の うち、資料 関連 は259件 、演示具 関連 は34件 、

その他(施 設関連)は3件 であった(重 複デー タあ

り)。 要因別にみ ると、不 明154件 、生物由来121件 、

人的要因14件 、 自然劣化2件 、 自然災害1件 、その

他1件 となる。原因不 明とした事項 のなかには、何

らかの外的要因が働 いたと考え られ るもの もあるた

め、 このなかに人的要 因が含 まれてい ることは否定

で きない。 、

原因不明及び人的要 因をあわせ た168件 の内訳は、

破損80件 、接着 ・固定の不備29件 、部品 はずれ14件 、

紛失1件 、演示具 の事故34件 、設備等の事故1件 、

そ の他13件 となる(重 複デー タあ り)。 図1に 、 こ

れ らの事故件数 と、月別の入館者数 を比較 したが、

ここで も事故件数 と入館者 数のあいだの相 関は明 ら

かではない。なお、破損 には、点字版の絵本(15件)

や ハ ン ドピアノ(3件)な ど、手 にとってみる資料

に繰 り返 し生 じる頻度が高い ようである。

生物 由来 としたものには、資料 に影響 を与 える文
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一 個人入館者e:zヱ 】団体入館者+破 損 一← 部品はずれ

寸 一接着 固定の不備x紛 失+そ の他 一〇一一演示具の事故

図1月 別入館者数と事故内容別報告件数の比較(平成22(2010)年 度)

化財害虫、あるいはブラスなどの虫害痕の発見のほ

か、通路でハエやゴキブリを発見した事例 もカウン

トしている。このうち実際に虫害を疑わなければな

らないものは約半数で、とくにフェル トの天幕周辺

からの報告が多い。別の見方をすれば、毎朝のIPM

点検が効力を発 した成果 ともいえる。虫害やカビの

発見後は、速やかに当該資料、必要とあればその周

辺の資料を撤去する、あるいは現場で処理するなど

の対策をとっている。資料の展示状況や被害の程度

によっては経過観察とすることもあるが、このよう

な対応が とれるのも日常的に点検が行われているか

らこそである。

全体を通 じて、事故の三大要因は、「原因不明」、

「生物由来」、「人的要因」となる。事故報告のデータ

が平成16(2004)年 度以降に限られるため、開館以

来の推移を分析することは残念ながらかなわなかっ

た。今後の推移については、注意深くみていく。

2.資 料の活用

資料活用 の現状

民博 の諸資料は、館 内外 における諸分野 の研究や

大学教育、他の博物館へ の貸付な どを通 しての社会

還元に利用 される。利用 に関す る問い合 わせ は、「民

族 学 資 料 共 同 利 用 窓 口」(http://www.minpaku.

acjp/kyodomado.htrnl)で 受 け付 けてい る。ちなみ

に、平成22(2010)年 度 の受付件数 は509件 で あった。

平成22(2010)年 度 の資料の貸付件 数は10件 、 貸

付 資料 数は233点 で あ った。貸付

にあたっては、貸付先 の館の概 要

をフ ァシリテ ィー レポー トとして

提 出 していただいている。 これは

資料 の貸付 を制 限す る ので はな

く、 どの ように した ら資料 を安全

に貸付で きるか、その対策 を事前

に とるための一助 として情報 を提

供 して もらっているのである。

原 則 と して、 資料 の 受入 れ 時

と、展示や貸付 な どの活用前後 に

は、資料 を点検 している。民博 で

は、昭和56(1981)年 か ら、独 自

のコー ド化 した点検手法 を用いて

いる。その手法 とは、最初 に資料

を構成するすべての材質あるいは形態 を抽出した

後、それぞれの材質の状態を記録するというもので

ある。材質 ・形態、そして点検結果、これらすべて

を数字のコー ドで表せるようにしており、同じ状態

の資料ならば、だれが点検 しても同じ番号の組み合

わせ となる。この手法により、だれもが短期間の研

修で遺漏なく点検 を行い、均一なデータを残すこと

がで きる。点検方法やコー ドの選び方にあたって

は、詳細なマニュアルを作成 し、いつでも同じ基準

で判断できるようにしている。点検カー ドのフォー

マッ トやマニュアルは必要に応 じて改良 している

が、点検手法の根本的な考え方は当時から変わって

いない。平成22(2010)年9月 、マニュアルは第10

訂版 となった。

資料特別利用には、資料の原版使用 ・写真撮影 ・

熟覧が含まれる。平成22(2010)年 度は70件、その

うち大学関係は9件 であった。写真撮影 において

は、国や地方公共団体、私立の教育機関等の教育 ・

学術研究 ・文化に係る事業の用途に供するもの、公

共性のある報道機関の事業において広報普及に役立

つもの、機関長が特 に認める場合は無償 としてい

る。資料調査では、事前に提出されたリス トをもと

に、収蔵庫から前 もって資料を取 りだしている。数

が多い場合や大 きい資料の場合には、職員が収蔵庫

内に付 き添い、必要があれば資料の取 り出 しを行

う。上記のカウントには、民博教員の同伴のもと収

蔵庫内で資料調査 した数は含まれておらず、実際の

資料活用数はこれより多い。

博物館 研究Vol.47No.1(No.523) 7



ミンパク オッタ カムイノミ

平成23(2011)年11月25日 、ミンパク(民 博)オ ッ

タ(で)カ ムイノミ(神 いのり)が 、北海道アイヌ協

会胆振地区支部連合により行われた(写 真1)。 こ

の行事は、従来は萱野茂氏(故 人、二風谷アイヌ資

料館前館長)に より実施 されて きたが、平成19

(2007)年 度か らは、北海道アイヌ協会 と協議のも

とで行われている。カムイノミとはアイヌ語で 「神

へのいの り」を意味し、民博が所蔵する資料の安全

な保管と後世への確実な継承を目的としている。カ

ムイノミは民博の前庭で実施 してお り、館内外の

方々に見ていただいている。

カムイノミの儀式には、民博の資料 も実際に使用

している。アイヌの漆器は、通常は特別収蔵庫(漆

器)に 保管されている。漆器収蔵庫か らの移動時に

は湿度が低い前室(図2)を 通らなければならない

うえ、漆器収蔵庫の環境と外部環境は異なる。そこ

写真1カ ムイノミ(2011年11月25日 、国立民族学博物館)

で、資料は、漆器収蔵庫内で前 もって、うす葉紙や

綿ぶ とんとともに保管箱に入れてか ら運び出してい

る。箱に収納した状態で、一般収蔵庫でしばらく慣

らしてから、儀式で用いる。これにより、保管箱内

の資料は急激な湿度変化から守 られ、その後の慣 ら

し期間で緩やかに外部湿度の環境に近づ く。儀式の

前 日までには、漆器を純水で洗浄 してお く。また展

示場にある炉端などの資料は、儀式の前日に取 り外

す。カムイノミ終了後、漆器は使用前と同様に洗浄

するが、濁 り酒特有のべとつきがあるので、念入 り

に行う。洗浄後の漆器は、保管箱に収納した状態で

二酸化炭素処理 し、慣らし期間を経て、漆器収蔵庫

に戻す。

「みんぱっく」

民博の研究成果を分かりやす く伝えることを目的

として、平成14(2002)年 度より、学校や各種社会

教育施設を対象に、学習キット 「みんぱっく」の貸

出を実施している。「みんぱっく」とは、世界の国や

地域の衣装、楽器、日常生活で使う道具、こどもた

ちの学用品などをパックしたもので、現在、10種類

20パ ックを用意 している。

平成22(2010)年 度の貸出件数はのべ213件 にのぼ

る。これは、メンテナンスで必要な期間を除 くとほ

ぼフル活動 している状態である。「みんぱっく」の前

の段階では、小学校への資料貸出が実験的に行われ

ていたが、より積極的に資料を利活用 してもらう目

的で、収蔵品とは別に 「みん

ぱっく」用に収集 した資料 を

この目的に供 している。

3.持 続 的な資料公開 ・活

用と保存

図2漆 器資料の移動時の湿度変化

日本は、諸外国に較べると

戦乱はな く、また盗難や故意

の破壊的行為 も少ない。しか

しながら、近年は、大規模な

自然災害が多発 している。平

成7(1995)年1月 の阪神 ・

淡路大震災、さらには平成23

(2011)年3月 の東 日本大震

災は、博物館の資料にも未曾
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有の被害をもたらした。改めて、博物館の危機管理、

リスクマネージメントが問われている。

さらに、21世紀の博物館には環境への配慮が求め

られている。20世紀後半には、オゾン層保護が大き

く取 り上げられた。ガス燥蒸剤である臭化メチル

が、オゾン層破壊物質として規制の対象となったこ

とが、文化財に対する防虫 ・殺虫方針を根本から見

直す契機となったことは記憶に新 しい。地球温暖化

の問題も悩ましい。人は化石燃料を大量に燃や し消

費することで、大気中への二酸化炭素の排出を増加

させてきた。二酸化炭素などの温室効果ガスは、放

射された熱を吸収 し、地上か らの熱が宇宙へ と拡散

することを防ぐ結果、地表面の温度が上昇 している

といわれている。 日本では、「エネルギーの使用の

合理化に関する法律」、いわゆる省エネ法において、

エネルギーの削減がうたわれている。民博で も、年

平均1%以 上の低減 と計画的な取組み努力が求めら

れている。加えて、東 日本大震災を受けて、全国規

模で節電の動きが起 きている。博物館においても省

エネは、平成23(2011)年 の夏季、関西では引き続

き冬季でも現実的な課題になっている。

資料の公開 ・活用 とその適切な保存、この両立に

あたっては、今 まで以上に社会情勢や環境問題への

配慮が求められる時代となった。このような現状の

なか、資料の公開 ・活用と保存という、一見、相反

する課題を解決する鍵 となるのが、博物館活動にお

ける予防保存の実践ではないだろうか。

(そのだ ・なおこ)
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